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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

１　障害者数の推移
　
（１）身体障害者
　①身体障害者手帳の交付状況の推移
　　身体障害者手帳の交付状況の推移をみると、毎年度、増加傾向にあり、平成 27年度の 26,964
　人から令和元年度には 29,799 人となっています。

　②等級別身体障害者手帳の交付状況の推移
　　等級別に身体障害者手帳の交付状況の推移をみると、各年度とも１級と２級で全体の５割程
　度を占めています。構成割合には、ほとんど変化が見られません。
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（２）知的障害者
　①療育手帳の交付状況の推移
　　療育手帳の交付状況の推移をみると、毎年度、増加傾向にあり、平成 27年度の 6,085 人から
　令和元年度には 7,192 人となっています。
　　また、18歳未満の比率は、全体の３割程度を占めています。

　③身体障害者手帳の交付状況（内訳）
　　身体障害者手帳の交付状況の内訳をみると「肢体不自由」が 49.5%で最も割合が高く、次いで
　「心臓機能障害」が 18.0%となっています。

図 1-3　身体障害者手帳の交付状況（内訳）　令和元年度
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（３）精神障害者
　①等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移
　　精神障害者保健福祉手帳の所持者の推移をみると、毎年度、増加傾向にあり、平成 27年度の
　6,430 人から、令和元年度には 9,162 人となっており、５年間で約 1.4 倍となっています。
　　また、等級では２級が最も多くなっています。

　②障害程度別療育手帳の交付状況の推移
　　障害程度別に療育手帳の交付状況をみると、各年度とも、重度が全体の４割程度を占めていま
　す。特に軽度が増加傾向にあります。
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　②精神障害者通院医療費公費負担患者数の推移
　　精神障害者の通院医療費公費負担患者数の推移をみると、総数では、平成 27年度の 13,394
　人から、令和元年度には 16,759 人となっています。
　　なお、令和元年度の内訳をみると、「うつ病等」が 8,233 人で最も多く、次いで「統合失調症」が
　4,112 人となっています。

２　実態調査結果
　　　　出典：「千葉市障害者計画等策定に係る実態調査報告書―障害者生活実態・意向調査―（令和２年３月）」

　
（１）障害者ご本人について
　①年齢
　　在宅の方（18歳以上）では「70～ 79歳」、施設に入所している方（18歳以上）では「40～ 49
　歳」、18歳未満の方では「９～ 11歳」、発達障害のある方（18歳以上）では「30～ 39歳」、発達障
　害のある方（18歳未満）では「３～５歳」が最も多くなっています。

図 3-2　病名別精神障害者通院医療費公費負担患者数の推移
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0.7% 20歳未満

5.8%

20～29歳
32.1%

40～49歳
22.6%

50～59歳
3.6%

30～39歳
33.6%

n
（330）

n
（393）

n
（137）

n
（26）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　②精神障害者通院医療費公費負担患者数の推移
　　精神障害者の通院医療費公費負担患者数の推移をみると、総数では、平成 27年度の 13,394
　人から、令和元年度には 16,759 人となっています。
　　なお、令和元年度の内訳をみると、「うつ病等」が 8,233 人で最も多く、次いで「統合失調症」が
　4,112 人となっています。

２　実態調査結果
　　　　出典：「千葉市障害者計画等策定に係る実態調査報告書―障害者生活実態・意向調査―（令和２年３月）」

　
（１）障害者ご本人について
　①年齢
　　在宅の方（18歳以上）では「70～ 79歳」、施設に入所している方（18歳以上）では「40～ 49
　歳」、18歳未満の方では「９～ 11歳」、発達障害のある方（18歳以上）では「30～ 39歳」、発達障
　害のある方（18歳未満）では「３～５歳」が最も多くなっています。

図 3-2　病名別精神障害者通院医療費公費負担患者数の推移

年度
病名

総　　　　　数

統合失調症

13,394

3,787

6,408

15,149

3,973

7,319

16,028

4,034

7,741

14,143

3,833

6,771

405 514 580484

259 292 311269

190 685 848231

327 64 64388

82 79 8077

1,003 1,080 1,1321,062

729 838 869748

204 305 369280

16,759

4,112

8,233

585

315

962

66

76

1,177

905

328

うつ病等

知的障害

人格障害

精神神経症

てんかん

その他

脳器質性
精神障害

中毒性
精神障害
その他の
精神疾患

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度

（人）

【在宅の方（18歳以上）】 【施設に入所している方（18歳以上）】

【18歳未満の方】 【発達障害のある方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

80歳以上
16.7%

無回答
1.6%

無回答
1.5%

20歳未満
1.8%

無回答
0.3%

無回答 0.0%
0～2歳 0.0%

15歳以上
22.4%

15歳以上
11.5%

12～14歳
7.7%

6～8歳
26.9%

9～11歳 0.0%
3～5歳
53.8%

0～2歳
3.8% 3～5歳

14.0%

6～8歳
17.6%

9～11歳
23.4%

12～14歳
18.6%

20歳未満
0.3%20～29歳

9.0% 20～29歳
8.8%

30～39歳
8.5%

30～39歳
19.1%

40～49歳
12.5%

40～49歳
35.2%60～69歳

14.5%

60～69歳
9.7%

70～79歳
24.1%

70～79歳
2.7%

80歳以上 0.0%

50～59歳
11.6%

50～59歳
22.7%

n
（1,027）

無回答
1.5%

60歳以上
0.7% 20歳未満

5.8%

20～29歳
32.1%

40～49歳
22.6%

50～59歳
3.6%

30～39歳
33.6%

n
（330）

n
（393）

n
（137）

n
（26）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　②障害の種別
　　在宅の方（18 歳以上）では「身体障害者手帳」、施設に入所している方（18 歳以上）及び 18 歳
　未満の方では「療育手帳」が最も多くなっています。

（２）ご家族や介助者について
　①主な介助者の介助継続年数
　　在宅の方（18 歳以上）、18 歳未満の方、発達障害のある方（18 歳以上）では「５年以上～ 10 年 
　未満」、発達障害のある方（18 歳以上）では「30 年以上」が最も多くなっています。

【在宅の方（18歳以上）】
【在宅の方（18歳以上）】

【施設に入所している方（18歳以上）】

【18歳未満の方】

【18歳未満の方】

【発達障害のある方（18歳以上）】
【発達障害のある方（18歳以上）】 【発達障害のある方（18歳未満）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

  
n=（1,027） n=（330）

n=（137）
n=（393）

n=（26）

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

自立支援医療（精神通院医療）

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

いずれもない

無回答

自立支援医療（精神通院医療）

いずれもない

無回答

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

自立支援医療（精神通院医療）

いずれもない

無回答

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

自立支援医療（精神通院医療）

いずれもない

無回答

自立支援医療（精神通院医療）

　
いずれもない

無回答

無回答
8.1%

1年未満
2.8%

30年以上
14.3%

25年以上～30年未満
6.1%

20年以上～25年未満
10.4%

15年以上～20年未満
11.2%

15年以上～18年未満
10.4%

10年以上～15年未満
11.8%

10年以上～15年未満
26.5%

5年以上～
　　　10年未満

18.7% 5年以上～
　　　10年未満

29.3%

1年以上～
　　　5年未満

16.7%

無回答
13.2%

1年未満
1.5%

1年以上～
　　　5年未満

19.1%

無回答
1.9%

1年未満
1.9%

30年以上
24.5%

25年以上～30年未満
15.1%

20年以上～25年未満
7.5% 15年以上～20年未満

11.3%

10年以上～15年未満
4.8%

15 年以上～18 年未満 0.0% 無回答 4.8%
1年未満 0.0%

10年以上～15年未満
15.1%

5年以上～
　　　10年未満

11.3%

5年以上～10年未満
47.6%

1年以上～
　　　5年未満

11.3%

1年以上～
　　5年未満

42.9%

66.5

20.2

16.0

15.9

0.9

0 20 40 60 80（％）

52.4

1.5

2.5

1.3

0 20 40 60 80（％）

62.6

19.2

65.4

3.8

11.5

0 20 40 60 80（％）

19.2

0.0

8.0

7.3

92.7

66.4

0 20 40 60 80 100
（％）

1.8

0.7

0.0

38.2
78.8

2.4

8.8

0.0

1.8

0 20 40 60 80
（％）

0.6

n
（509）

n
（393）

n
（53）

n
（21）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　②障害の種別
　　在宅の方（18 歳以上）では「身体障害者手帳」、施設に入所している方（18 歳以上）及び 18 歳
　未満の方では「療育手帳」が最も多くなっています。

（２）ご家族や介助者について
　①主な介助者の介助継続年数
　　在宅の方（18 歳以上）、18 歳未満の方、発達障害のある方（18 歳以上）では「５年以上～ 10 年 
　未満」、発達障害のある方（18 歳以上）では「30 年以上」が最も多くなっています。

【在宅の方（18歳以上）】
【在宅の方（18歳以上）】

【施設に入所している方（18歳以上）】

【18歳未満の方】

【18歳未満の方】

【発達障害のある方（18歳以上）】
【発達障害のある方（18歳以上）】 【発達障害のある方（18歳未満）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

  
n=（1,027） n=（330）

n=（137）
n=（393）

n=（26）

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

自立支援医療（精神通院医療）

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

いずれもない

無回答

自立支援医療（精神通院医療）

いずれもない

無回答

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

自立支援医療（精神通院医療）

いずれもない

無回答

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

自立支援医療（精神通院医療）

いずれもない

無回答

自立支援医療（精神通院医療）

　
いずれもない

無回答

無回答
8.1%

1年未満
2.8%

30年以上
14.3%

25年以上～30年未満
6.1%

20年以上～25年未満
10.4%

15年以上～20年未満
11.2%

15年以上～18年未満
10.4%

10年以上～15年未満
11.8%

10年以上～15年未満
26.5%

5年以上～
　　　10年未満

18.7% 5年以上～
　　　10年未満

29.3%

1年以上～
　　　5年未満

16.7%

無回答
13.2%

1年未満
1.5%

1年以上～
　　　5年未満

19.1%

無回答
1.9%

1年未満
1.9%

30年以上
24.5%

25年以上～30年未満
15.1%

20年以上～25年未満
7.5% 15年以上～20年未満

11.3%

10年以上～15年未満
4.8%

15 年以上～18 年未満 0.0% 無回答 4.8%
1年未満 0.0%

10年以上～15年未満
15.1%

5年以上～
　　　10年未満

11.3%

5年以上～10年未満
47.6%

1年以上～
　　　5年未満

11.3%

1年以上～
　　5年未満

42.9%

66.5

20.2

16.0

15.9

0.9

0 20 40 60 80（％）

52.4

1.5

2.5

1.3

0 20 40 60 80（％）

62.6

19.2

65.4

3.8

11.5

0 20 40 60 80（％）

19.2

0.0

8.0

7.3

92.7

66.4

0 20 40 60 80 100
（％）

1.8

0.7

0.0

38.2
78.8

2.4

8.8

0.0

1.8

0 20 40 60 80
（％）

0.6

n
（509）

n
（393）

n
（53）

n
（21）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　② 主な介助者が困っていること
　　在宅の方（18 歳以上）及び発達障害のある方（18 歳以上）では「介助者の高齢化に不安があ
　る」、18歳未満の方では「代わりに介助を頼める人がいない」、発達障害のある方（18歳未満）で
　は「緊急時の対応に不安がある」が最も多くなっています。

【18 歳未満の方】

【発達障害のある方（18 歳以上）】

【発達障害のある方（18 歳未満）】

【在宅の方（18 歳以上）】

介助者の高齢化に不安がある

介助者自身の健康に不安がある

緊急時の対応に不安がある

代わりに介助を頼める人がいない

精神的な負担が大きい

長期の旅行や外出ができない

身体的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

休養や息抜きの時間がない

仕事に出られない

特に困っていることはない

よくわからない

その他

無回答

介助者の高齢化に不安がある
介助者自身の健康に不安がある

精神的な負担が大きい
代わりに介助を頼める人がいない

経済的な負担が大きい
緊急時の対応に不安がある
身体的な負担が大きい

休養や息抜きの時間がない
仕事に出られない

長期の旅行や外出ができない
特に困っていることはない

よくわからない
その他
無回答

代わりに介助を頼める人がいない
緊急時の対応に不安がある
精神的な負担が大きい
仕事に出られない

身体的な負担が大きい
休養や息抜きの時間がない

介助者自身の健康に不安がある
長期の旅行や外出ができない
介助者の高齢化に不安がある

経済的な負担が大きい
特に困っていることはない

よくわからない
その他
無回答

緊急時の対応に不安がある
精神的な負担が大きい
仕事に出られない

長期の旅行や外出ができない
休養や息抜きの時間がない

代わりに介助を頼める人がいない
介助者自身の健康に不安がある

身体的な負担が大きい
経済的な負担が大きい

介助者の高齢化に不安がある
特に困っていることはない

よくわからない
その他
無回答

45.2

36.5

31.8

30.6

27.7

24.4

20.8

18.9

14.7

8.4

13.6

2.9

9.6

1.6

0 20 40 60（％）

0 20 40 8060 （％）

62.3

49.1

47.2

39.6

30.2

24.5

20.8

13.2

11.3

1.9

7.5

0 20 40 60（％）

47.6

28.6

23.8

14.3

28.6

28.6

28.6

14.3

14.3

4.8

9.5

0.0

4.8

4.8

20.8

11.3

1.9

44.6

42.2

34.1

33.8

32.4

27.9

26.8

24.7

24.4

23.7

13.2

1.7

3.5

2.4

0 20 40 60（％）

n=（509）

n=（53）

n=（21）

n=（287）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　② 主な介助者が困っていること
　　在宅の方（18 歳以上）及び発達障害のある方（18 歳以上）では「介助者の高齢化に不安があ
　る」、18歳未満の方では「代わりに介助を頼める人がいない」、発達障害のある方（18歳未満）で
　は「緊急時の対応に不安がある」が最も多くなっています。

【18 歳未満の方】

【発達障害のある方（18 歳以上）】

【発達障害のある方（18 歳未満）】

【在宅の方（18 歳以上）】

介助者の高齢化に不安がある

介助者自身の健康に不安がある

緊急時の対応に不安がある

代わりに介助を頼める人がいない

精神的な負担が大きい

長期の旅行や外出ができない

身体的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

休養や息抜きの時間がない

仕事に出られない

特に困っていることはない

よくわからない

その他

無回答

介助者の高齢化に不安がある
介助者自身の健康に不安がある

精神的な負担が大きい
代わりに介助を頼める人がいない

経済的な負担が大きい
緊急時の対応に不安がある
身体的な負担が大きい

休養や息抜きの時間がない
仕事に出られない

長期の旅行や外出ができない
特に困っていることはない

よくわからない
その他
無回答

代わりに介助を頼める人がいない
緊急時の対応に不安がある
精神的な負担が大きい
仕事に出られない

身体的な負担が大きい
休養や息抜きの時間がない

介助者自身の健康に不安がある
長期の旅行や外出ができない
介助者の高齢化に不安がある

経済的な負担が大きい
特に困っていることはない

よくわからない
その他
無回答

緊急時の対応に不安がある
精神的な負担が大きい
仕事に出られない

長期の旅行や外出ができない
休養や息抜きの時間がない

代わりに介助を頼める人がいない
介助者自身の健康に不安がある

身体的な負担が大きい
経済的な負担が大きい

介助者の高齢化に不安がある
特に困っていることはない

よくわからない
その他
無回答

45.2

36.5

31.8

30.6

27.7

24.4

20.8

18.9

14.7

8.4

13.6

2.9

9.6

1.6

0 20 40 60（％）

0 20 40 8060 （％）

62.3

49.1

47.2

39.6

30.2

24.5

20.8

13.2

11.3

1.9

7.5

0 20 40 60（％）

47.6

28.6

23.8

14.3

28.6

28.6

28.6

14.3

14.3

4.8

9.5

0.0

4.8

4.8

20.8

11.3

1.9

44.6

42.2

34.1

33.8

32.4

27.9

26.8

24.7

24.4

23.7

13.2

1.7

3.5

2.4

0 20 40 60（％）

n=（509）

n=（53）

n=（21）

n=（287）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（３）医療的ケアを行っている人
　　在宅の方（18歳以上）では「自分自身」、18歳未満の方では「家族（配偶者、母親、父親、その他の
　家族や親族）」が最も多くなっています。

（４） 希望する相談制度
　　いずれも「専門性の高い職員による相談」が最も多くなっています。

【発達障害のある方（18 歳以上）】 【発達障害のある方（18 歳未満）】

【18 歳未満の方】

【18 歳未満の方】

【在宅の方（18 歳以上）】

【在宅の方（18 歳以上）】

自分自身

医師

家族（配偶者、母親、父親、その他の家族や親族）

看護師

その他

無回答

専門性の高い職員による相談
近所で気軽に立ち寄れる相談
休日や夜間など緊急時の相談
プライバシーに配慮した相談
自分と同じ立場の人による相談
定期的に訪問してくれる相談

特に希望はない
その他
無回答

専門性の高い職員による相談
自分と同じ立場の人による相談
近所で気軽に立ち寄れる相談
休日や夜間など緊急時の相談
プライバシーに配慮した相談
定期的に訪問してくれる相談

特に希望はない
その他
無回答

専門性の高い職員による相談

近所で気軽に立ち寄れる相談

プライバシーに配慮した相談

休日や夜間など緊急時の相談

自分と同じ立場の人による相談

定期的に訪問してくれる相談

特に希望はない

その他

無回答

専門性の高い職員による相談

自分と同じ立場の人による相談

定期的に訪問してくれる相談

プライバシーに配慮した相談

近所で気軽に立ち寄れる相談

休日や夜間など緊急時の相談

特に希望はない

その他

無回答

家族（配偶者、母親、父親、その他の家族や親族）

看護師

自分自身

医師

その他

無回答

0 20 40 60（％）

49.9

43.7

28.9

16.5

5.6

4.3

0 20 40 60 80 100（％）

85.2

34.4

19.7

9.8

6.6

1.6

0 20 40（％）

31.5

29.2

23.8

17.7

14.0

13.6
20.2

1.1

10.2

0 20 40 60（％）

51.8

45.3

34.3

28.5

26.3

14.6

5.8

3.6

0 20 40 60
（％）

57.742.3

38.5

30.8

23.1

0.0

0.0

23.1

7.7

0.7

0 20 6040 （％）

59.840.5

34.1

26.5

17.6

14.2

11.5

2.0

1.8

n=（515）

n=（61）

n=（1,027）

n=（137） n=（26）

n=（393）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（３）医療的ケアを行っている人
　　在宅の方（18歳以上）では「自分自身」、18歳未満の方では「家族（配偶者、母親、父親、その他の
　家族や親族）」が最も多くなっています。

（４） 希望する相談制度
　　いずれも「専門性の高い職員による相談」が最も多くなっています。

【発達障害のある方（18 歳以上）】 【発達障害のある方（18 歳未満）】

【18 歳未満の方】

【18 歳未満の方】

【在宅の方（18 歳以上）】

【在宅の方（18 歳以上）】

自分自身

医師

家族（配偶者、母親、父親、その他の家族や親族）

看護師

その他

無回答

専門性の高い職員による相談
近所で気軽に立ち寄れる相談
休日や夜間など緊急時の相談
プライバシーに配慮した相談
自分と同じ立場の人による相談
定期的に訪問してくれる相談

特に希望はない
その他
無回答

専門性の高い職員による相談
自分と同じ立場の人による相談
近所で気軽に立ち寄れる相談
休日や夜間など緊急時の相談
プライバシーに配慮した相談
定期的に訪問してくれる相談

特に希望はない
その他
無回答

専門性の高い職員による相談

近所で気軽に立ち寄れる相談

プライバシーに配慮した相談

休日や夜間など緊急時の相談

自分と同じ立場の人による相談

定期的に訪問してくれる相談

特に希望はない

その他

無回答

専門性の高い職員による相談

自分と同じ立場の人による相談

定期的に訪問してくれる相談

プライバシーに配慮した相談

近所で気軽に立ち寄れる相談

休日や夜間など緊急時の相談

特に希望はない

その他

無回答

家族（配偶者、母親、父親、その他の家族や親族）

看護師

自分自身

医師

その他

無回答

0 20 40 60（％）

49.9

43.7

28.9

16.5

5.6

4.3

0 20 40 60 80 100（％）

85.2

34.4

19.7

9.8

6.6

1.6

0 20 40（％）

31.5

29.2

23.8

17.7

14.0

13.6
20.2

1.1

10.2

0 20 40 60（％）

51.8

45.3

34.3

28.5

26.3

14.6

5.8

3.6

0 20 40 60
（％）

57.742.3

38.5

30.8

23.1

0.0

0.0

23.1

7.7

0.7

0 20 6040 （％）

59.840.5

34.1

26.5

17.6

14.2

11.5

2.0

1.8

n=（515）

n=（61）

n=（1,027）

n=（137） n=（26）

n=（393）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（６）学校・教育について
　①学校・教育について困っていること
　　「学校卒業後の進路に不安がある」が特に多くなっています。

　②学校卒業後の進路希望
　　「障害福祉サービス事業所（通所施設など）に通いたい」が最も多くなっています。

（５） 療育・保育について困っていること
　　いずれも「本人の成長に不安がある」が最も多くなっています。

【発達障害のある方（18 歳未満）】

【発達障害のある方（18 歳未満）】【18 歳未満の方】 【18 歳未満の方】

【18 歳未満の方】

本人の成長に不安がある
療育・保育に関する情報が少ない
通園・通所の送り迎えが大変

施設での療育・訓練の機会が少ない
友だちとの関係づくりがうまくできない

希望する施設や保育所（園）・幼稚園に入れない
小学校入学時の学校選択で困っている

費用など経済的負担が大きい
施設での療育・訓練の内容に問題がある

特に困っていることはない
その他
無回答

本人の成長に不安がある

通園・通所の送り迎えが大変

療育・保育に関する情報が少ない

友だちとの関係づくりがうまくできない

希望する施設や保育所（園）・幼稚園に入れない

費用など経済的負担が大きい

小学校入学時の学校選択で困っている

施設での療育・訓練の機会が少ない

施設での療育・訓練の内容に問題がある

特に困っていることはない

その他

無回答

学校卒業後の進路に不安がある
通学の送迎が大変

今後の学校選択について迷っている
療育・訓練を受ける機会が少ない
教職員の指導・支援の仕方が心配
教育・療育に関する情報が少ない

友だちとの関係づくりがうまくできない
学校のカリキュラムが本人に合わない

学校での介助が大変
特に困っていることはない

その他
無回答

学校卒業後の進路に不安がある
通学の送迎が大変

教育・療育に関する情報が少ない
教職員の指導・支援の仕方が心配

友だちとの関係づくりがうまくできない
今後の学校選択について迷っている
学校のカリキュラムが本人に合わない
療育・訓練を受ける機会が少ない

学校での介助が大変
特に困っていることはない

その他
無回答

0 20 40 60（％）

n=（26）

n=（393） n=（310） n=（5）

50.9

0 20 40 （％）60

46.2

42.3

38.5

30.8

23.1

19.2

19.2

7.7

7.7

3.8

3.8

0.0

障害福祉サービス事業所に通いたい

企業等に就職したい

大学・短大に進学したい

障害者高等技術専門校などに通いたい

専門学校に通いたい

自宅で就労したい（収入のある仕事）

就労・就学はしないで過ごしたい

わからない

その他

無回答

n=（310） 0 20 40（％）

30.3

15.2

14.2

2.6

2.3

1.0

0.0

22.3

10.3

1.9

48.9

43.0
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29.0

26.7

26.0

24.4

10.4

9.4

6.1

2.5
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（％）
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31.6
26.1
21.3
19.0

18.1
13.9

7.7
2.3
10.0
9.0

0 20 40 60 80
（％）

20.0

0.0

0.0
0.0

0.0

40.0

40.0
40.0
40.0

60.0
80.0

20.0

4.5
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（６）学校・教育について
　①学校・教育について困っていること
　　「学校卒業後の進路に不安がある」が特に多くなっています。

　②学校卒業後の進路希望
　　「障害福祉サービス事業所（通所施設など）に通いたい」が最も多くなっています。

（５） 療育・保育について困っていること
　　いずれも「本人の成長に不安がある」が最も多くなっています。

【発達障害のある方（18 歳未満）】

【発達障害のある方（18 歳未満）】【18 歳未満の方】 【18 歳未満の方】

【18 歳未満の方】

本人の成長に不安がある
療育・保育に関する情報が少ない
通園・通所の送り迎えが大変

施設での療育・訓練の機会が少ない
友だちとの関係づくりがうまくできない

希望する施設や保育所（園）・幼稚園に入れない
小学校入学時の学校選択で困っている

費用など経済的負担が大きい
施設での療育・訓練の内容に問題がある

特に困っていることはない
その他
無回答

本人の成長に不安がある

通園・通所の送り迎えが大変

療育・保育に関する情報が少ない

友だちとの関係づくりがうまくできない

希望する施設や保育所（園）・幼稚園に入れない

費用など経済的負担が大きい

小学校入学時の学校選択で困っている

施設での療育・訓練の機会が少ない

施設での療育・訓練の内容に問題がある

特に困っていることはない

その他

無回答

学校卒業後の進路に不安がある
通学の送迎が大変

今後の学校選択について迷っている
療育・訓練を受ける機会が少ない
教職員の指導・支援の仕方が心配
教育・療育に関する情報が少ない

友だちとの関係づくりがうまくできない
学校のカリキュラムが本人に合わない

学校での介助が大変
特に困っていることはない

その他
無回答

学校卒業後の進路に不安がある
通学の送迎が大変

教育・療育に関する情報が少ない
教職員の指導・支援の仕方が心配

友だちとの関係づくりがうまくできない
今後の学校選択について迷っている
学校のカリキュラムが本人に合わない
療育・訓練を受ける機会が少ない

学校での介助が大変
特に困っていることはない

その他
無回答

0 20 40 60（％）

n=（26）

n=（393） n=（310） n=（5）

50.9

0 20 40 （％）60

46.2

42.3

38.5

30.8

23.1

19.2

19.2

7.7

7.7

3.8

3.8

0.0

障害福祉サービス事業所に通いたい

企業等に就職したい

大学・短大に進学したい

障害者高等技術専門校などに通いたい

専門学校に通いたい

自宅で就労したい（収入のある仕事）

就労・就学はしないで過ごしたい

わからない

その他

無回答
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14.2
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2.3

1.0

0.0
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29.0
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24.4

10.4

9.4
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2.5
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0.0

0.0
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80.0

20.0

4.5
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（７）一般就労のために必要なこと
　　在宅の方（18 歳以上）では「仕事探しから就労までの総合的な相談支援」、発達障害のある方   
　（18 歳以上）では「障害の特性に合った職業・雇用の拡大」が最も多くなっています。

（８）障害者がスポーツ活動をより多く行うために必要なこと
　　在宅の方（18 歳以上）では「一緒にスポーツをする仲間がいれば」、18 歳未満の方では「スポー
　ツを教えてくれる人がいれば」、発達障害のある方（18 歳以上）では「経済的な援助があれば」、発
　達障害のある方（18 歳未満）では「身近で気軽に、障害者が使える施設があれば」が最も多くなっ
　ています。

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【18歳未満の方】

【施設に入所している方（18歳以上）】

仕事探しから就労までの総合的な相談支援
障害や病気の状態に応じた柔軟な勤務体制

障害の特性に合った職業・雇用の拡大
障害者向けの求人情報の提供

障害理解を促進するための職場への働きかけ
働くための知識や能力を身につけるための職業訓練

職場を理解するための就労体験
職場施設のバリアフリー化

ジョブコーチなど職場に定着するための支援
特に必要なことはない

わからない
その他
無回答

障害の特性に合った職業・雇用の拡大
仕事探しから就労までの総合的な相談支援
障害や病気の状態に応じた柔軟な勤務形態

働くための知識や能力を身につけるための職業訓練
障害理解を促進するための職場への働きかけ

障害者向けの求人情報の提供
職場を理解するための就労体験

ジョブコーチなど職場に定着するための支援
職場施設のバリアフリー化

特に必要なことはない
その他

わからない
無回答

障害の特性に合った職業・雇用の拡大

障害や病気の状態に応じた柔軟な勤務形態

仕事探しから就労までの総合的な相談支援 一緒にスポーツをする仲間がいれば

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

安く使える施設があれば

スポーツを教えてくれる人がいれば

経済的な援助があれば

時間に余裕があれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

経済的な援助があれば

一緒にスポーツをする仲間がいれば

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

安く使える施設があれば

時間に余裕があれば

スポーツを教えてくれる人がいれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

一緒にスポーツをする仲間がいれば

スポーツを教えてくれる人がいれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

安く使える施設があれば

経済的な援助があれば

時間に余裕があれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

スポーツを教えてくれる人がいれば

一緒にスポーツをする仲間がいれば

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

安く使える施設があれば

時間に余裕があれば

経済的な援助があれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

障害理解を促進するための職場への働きかけ

ジョブコーチなど職場に定着するための支援

職場を理解するための就労体験

職場施設のバリアフリー化

障害者向けの求人情報の提供

特に必要なことはない

その他

無回答

働くための知識や能力を身につけるための職業訓練

n=（1,027）

n=（137）

n=（330）

n=（1,027）

n=（137） n=（26）

n=（393）
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2.2
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自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば

自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば

自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば

自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（７）一般就労のために必要なこと
　　在宅の方（18 歳以上）では「仕事探しから就労までの総合的な相談支援」、発達障害のある方   
　（18 歳以上）では「障害の特性に合った職業・雇用の拡大」が最も多くなっています。

（８）障害者がスポーツ活動をより多く行うために必要なこと
　　在宅の方（18 歳以上）では「一緒にスポーツをする仲間がいれば」、18 歳未満の方では「スポー
　ツを教えてくれる人がいれば」、発達障害のある方（18 歳以上）では「経済的な援助があれば」、発
　達障害のある方（18 歳未満）では「身近で気軽に、障害者が使える施設があれば」が最も多くなっ
　ています。

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【18歳未満の方】

【施設に入所している方（18歳以上）】

仕事探しから就労までの総合的な相談支援
障害や病気の状態に応じた柔軟な勤務体制

障害の特性に合った職業・雇用の拡大
障害者向けの求人情報の提供

障害理解を促進するための職場への働きかけ
働くための知識や能力を身につけるための職業訓練

職場を理解するための就労体験
職場施設のバリアフリー化

ジョブコーチなど職場に定着するための支援
特に必要なことはない

わからない
その他
無回答

障害の特性に合った職業・雇用の拡大
仕事探しから就労までの総合的な相談支援
障害や病気の状態に応じた柔軟な勤務形態

働くための知識や能力を身につけるための職業訓練
障害理解を促進するための職場への働きかけ

障害者向けの求人情報の提供
職場を理解するための就労体験

ジョブコーチなど職場に定着するための支援
職場施設のバリアフリー化

特に必要なことはない
その他

わからない
無回答

障害の特性に合った職業・雇用の拡大

障害や病気の状態に応じた柔軟な勤務形態

仕事探しから就労までの総合的な相談支援 一緒にスポーツをする仲間がいれば

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

安く使える施設があれば

スポーツを教えてくれる人がいれば

経済的な援助があれば

時間に余裕があれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

経済的な援助があれば

一緒にスポーツをする仲間がいれば

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

安く使える施設があれば

時間に余裕があれば

スポーツを教えてくれる人がいれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

一緒にスポーツをする仲間がいれば

スポーツを教えてくれる人がいれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

安く使える施設があれば

経済的な援助があれば

時間に余裕があれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

スポーツを教えてくれる人がいれば

一緒にスポーツをする仲間がいれば

身近で気軽に、障害者が使える施設があれば

施設の環境・雰囲気が良くなれば

安く使える施設があれば

時間に余裕があれば

経済的な援助があれば

子どもを預けられるところがあれば

わからない

その他

無回答

障害理解を促進するための職場への働きかけ

ジョブコーチなど職場に定着するための支援

職場を理解するための就労体験

職場施設のバリアフリー化

障害者向けの求人情報の提供

特に必要なことはない

その他

無回答

働くための知識や能力を身につけるための職業訓練

n=（1,027）

n=（137）

n=（330）

n=（1,027）

n=（137） n=（26）

n=（393）

0 20 40
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4.8

1.9

14.3

0 40 （％）20 60 80
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56.9

45.3

43.8

40.1

38.7
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8.8

56.9

5.1

0.7

0 20 50
（％）

40

40.6

38.5

36.4

25.5
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18.5

15.5
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19.7

0 20
（％）
40

31.5
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40
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0 20
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40 60
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0 20 60
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40
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6.9
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18.4

17.7

16.3

12.6
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2.9

20.0

2.2

15.5

17.3

自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば

自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば

自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば

自分に合ったスポーツやサークルを
紹介する窓口があれば
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（９）地域で生活するために必要なこと
　　いずれも「地域の人たちの障害に対する理解」が最も多くなっています。

（10）サービス利用について
　①訪問系サービスの利用意向
　　在宅の方（18歳以上）では「居宅介護（ホームヘルプ）」、18歳未満の方及び発達障害のある方
　（18歳未満）では「移動支援」、発達障害のある方（18歳以上）及び発達障害のある方（18歳未満）
　では「行動援護」が最も多くなっています。

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【18歳未満の方】

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【18歳未満の方】
n=（1,027）

n=（137） n=（26）

n=（393）

地域の人たちの障害に対する理解
経済的負担の軽減
医療体制の充実

障害者のための住宅の確保
訪問系サービスの充実

地域生活に関する相談支援
道路・交通・建物のバリアフリー化

災害時の支援
就労のための支援

グループホームなどの拡充
自立生活のための訓練・体験
日中活動系サービスの充実

特に必要なことはない
わからない
その他
無回答

地域の人たちの障害に対する理解
就労のための支援
経済的負担の軽減

地域生活に関する相談支援
障害者のための住宅の確保
自立生活のための訓練・体験

医療体制の充実
グループホームなどの拡充

訪問系サービスの充実
日中活動系サービスの充実

道路・交通・建物のバリアフリー化
災害時の支援

特に必要なことはない
わからない
その他
無回答

地域の人たちの障害に対する理解
自立生活のための訓練・体験

就労のための支援
障害者のための住宅の確保
地域生活に関する相談支援
日中活動系サービスの充実

経済的負担の軽減
災害時の支援

訪問系サービスの充実
グループホームなどの拡充

医療体制の充実
道路・交通・建物のバリアフリー化

特に必要なことはない
わからない
その他
無回答

地域の人たちの障害に対する理解
就労のための支援
経済的負担の軽減

自立生活のための訓練・体験
障害者のための住宅の確保
グループホームなどの拡充
日中活動系サービスの充実
訪問系サービスの充実

医療体制の充実
地域生活に関する相談支援

災害時の支援
道路・交通・建物のバリアフリー化

特に必要なことはない
わからない
その他
無回答

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

n=（1,027） n=（393） （％）

32.8
23.5

20.5
14.1

12.7
12.5

9.3
8.9

4.2
3.1
8.2

1.0
14.4

14.0
13.4

12.2

0 （％）20 40

41.7

24.4

23.3

18.3

22.1

35.4

20.9

0 10 50（％）20 30 40

16.8

10.9

18.2

8.0

9.5

13.1

10.2

0 20（％）10

26.9

15.4

34.6

11.5

15.4

34.6

15.4

0 40（％）10 20 30

35.1

30.0

34.1

13.5

24.9

43.8

22.6

0 20 50
（％）

10 30 40

n=（137） n=（26）

49.6
37.2
35.0

21.2
20.4

18.2
11.7
10.9

8.8
7.3

5.1
0.0

3.6

7.3

6.6

2.2

0 60（％）20 40

65.4

46.2
30.8
26.9

19.2

7.7
3.8

0.0
0.0

0.0

19.2
19.2

7.7

7.7

3.8
3.8

0 70（％）20 40 60

37.2
28.0

19.6
17.6

13.7
12.0
10.4

8.7
7.9
7.1

0.8
2.0
1.5

28.2

9.7
9.7

200 40
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

（９）地域で生活するために必要なこと
　　いずれも「地域の人たちの障害に対する理解」が最も多くなっています。

（10）サービス利用について
　①訪問系サービスの利用意向
　　在宅の方（18歳以上）では「居宅介護（ホームヘルプ）」、18歳未満の方及び発達障害のある方
　（18歳未満）では「移動支援」、発達障害のある方（18歳以上）及び発達障害のある方（18歳未満）
　では「行動援護」が最も多くなっています。

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【18歳未満の方】

【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【18歳未満の方】
n=（1,027）

n=（137） n=（26）

n=（393）

地域の人たちの障害に対する理解
経済的負担の軽減
医療体制の充実

障害者のための住宅の確保
訪問系サービスの充実

地域生活に関する相談支援
道路・交通・建物のバリアフリー化

災害時の支援
就労のための支援

グループホームなどの拡充
自立生活のための訓練・体験
日中活動系サービスの充実
特に必要なことはない

わからない
その他
無回答

地域の人たちの障害に対する理解
就労のための支援
経済的負担の軽減

地域生活に関する相談支援
障害者のための住宅の確保
自立生活のための訓練・体験

医療体制の充実
グループホームなどの拡充
訪問系サービスの充実

日中活動系サービスの充実
道路・交通・建物のバリアフリー化

災害時の支援
特に必要なことはない

わからない
その他
無回答

地域の人たちの障害に対する理解
自立生活のための訓練・体験

就労のための支援
障害者のための住宅の確保
地域生活に関する相談支援
日中活動系サービスの充実

経済的負担の軽減
災害時の支援

訪問系サービスの充実
グループホームなどの拡充

医療体制の充実
道路・交通・建物のバリアフリー化

特に必要なことはない
わからない
その他
無回答

地域の人たちの障害に対する理解
就労のための支援
経済的負担の軽減

自立生活のための訓練・体験
障害者のための住宅の確保
グループホームなどの拡充
日中活動系サービスの充実
訪問系サービスの充実

医療体制の充実
地域生活に関する相談支援

災害時の支援
道路・交通・建物のバリアフリー化

特に必要なことはない
わからない
その他
無回答

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

①居宅介護（ホームヘルプ）

②重度訪問介護

③行動援護

④同行援護

⑤重度障害者等包括支援

⑥移動支援

⑦訪問入浴

n=（1,027） n=（393） （％）

32.8
23.5

20.5
14.1

12.7
12.5
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26.9

15.4
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11.5
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35.1
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34.1

13.5

24.9

43.8

22.6

0 20 50
（％）
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n=（137） n=（26）

49.6
37.2
35.0

21.2
20.4

18.2
11.7
10.9

8.8
7.3

5.1
0.0

3.6

7.3

6.6

2.2

0 60（％）20 40

65.4

46.2
30.8
26.9

19.2

7.7
3.8

0.0
0.0

0.0

19.2
19.2

7.7

7.7

3.8
3.8

0 70（％）20 40 60

37.2
28.0

19.6
17.6

13.7
12.0
10.4

8.7
7.9
7.1

0.8
2.0
1.5

28.2

9.7
9.7

200 40
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　②日中活動系サービスの利用意向
　　在宅の方（18歳以上）では「短期入所（ショートステイ）」、発達障害のある方（18歳以上）では
　「就労定着支援」、18歳未満の方、発達障害のある方（18歳未満）では「放課後等デイサービス」が
　最も多くなっています。

　③居住系サービスの利用意向
　　18歳未満の方では、いずれのサービスの利用意向も３割を超えて高くなっています。

【発達障害のある方（18歳以上）】
【発達障害のある方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【在宅の方（18歳以上）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【発達障害のある方（18歳未満）】

【18歳未満の方】

【18歳未満の方】

0 20 40
（％）

24.0

23.0

22.0

①共同生活援助（グループホーム）

②施設入所支援

③自立生活援助

③自立生活援助

0

10 20 30
（％）

10 20 30
（％）

16.8

27.0

6.6

①共同生活援助（グループホーム）

②施設入所支援

0 20 40
（％）

33.8

32.1

30.0

①共同生活援助（グループホーム）

②施設入所支援

③障害児入所支援

0

26.9

26.9

23.1

①共同生活援助（グループホーム）

②施設入所支援

③障害児入所支援

n=（1,027）

n=（393）

n=（137）

n=（26）

①生活介護

②自立訓練（機能訓練・生活訓練）

③就労移行支援

④就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）

⑤就労定着支援

⑥療養介護

⑦短期入所（ショートステイ）

⑧日中一時支援事業

⑨その他の通所施設

①生活介護

②自立訓練（機能訓練・生活訓練）

③就労移行支援

④就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）

⑤就労定着支援

⑥療養介護

⑦短期入所（ショートステイ）

⑧児童発達支援

⑨放課後等デイサービス

⑩保育所等訪問支援

⑪医療型児童発達支援

⑫居宅訪問型児童発達支援

⑬日中一時支援事業

⑭その他の通所施設

n=（1,027） n=（393）
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　②日中活動系サービスの利用意向
　　在宅の方（18歳以上）では「短期入所（ショートステイ）」、発達障害のある方（18歳以上）では
　「就労定着支援」、18歳未満の方、発達障害のある方（18歳未満）では「放課後等デイサービス」が
　最も多くなっています。

　③居住系サービスの利用意向
　　18歳未満の方では、いずれのサービスの利用意向も３割を超えて高くなっています。
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　④地域生活支援事業の利用意向
　　いずれも利用意向は「障害者相談支援事業」が最も多くなっています。

（11）サービス事業所について
　①開業年
　　「平成 26年以降」が最も多くなっています。

【在宅の方（18歳以上）】 【18歳未満の方】

【発達障害のある方（18歳以上）】 【発達障害のある方（18歳未満）】

　②提供しているサービス
　　「居宅介護」が最も多くなっています。
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　④地域生活支援事業の利用意向
　　いずれも利用意向は「障害者相談支援事業」が最も多くなっています。

（11）サービス事業所について
　①開業年
　　「平成 26年以降」が最も多くなっています。

【在宅の方（18歳以上）】 【18歳未満の方】

【発達障害のある方（18歳以上）】 【発達障害のある方（18歳未満）】

　②提供しているサービス
　　「居宅介護」が最も多くなっています。
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第１部　総　論　╱　第２章　本市の障害者の現状

　③経営上の重視点
　　「職員の資質向上」が最も多くなっています。

　④サービスを提供する上での課題
　　「休日や夜間の対応が難しい」が最も多くなっています。

１　基本理念

　障害のある人もない人も更なる相互理解を深めるとともに、すべての障害者が、
自らの特性に合わせて、自らの選択により、より良い生活を求める努力ができ、必要
な支援が多様な地域の担い手により提供される共生社会を構築する。

　本市の障害福祉が目指すべき方向性は、障害者が、その障害に起因して抱えるすべての生きづら

さの解消と、多様性を理解し尊重することができる共生社会の実現です。そのためには、すべての

人が障害特性や、障害者が努力をしている姿を理解し、障害者が自らの特性に合わせて、自らの選

択により、より良い生活を求める努力ができる環境をつくるとともに、その努力を地域のあらゆる

住民が、支え手・受け手に分かれるのでなく、地域・暮らし・生きがいをともに創り、高めあうこ

とができる社会を構築していくため、連携して様々な施策に取り組んでいくことが求められてい

ます。

　本市においては、平成８年度に策定した「障害者福祉推進計画」により、計画的に障害者施策の推

進に取組み、平成 18年度からは「障害者計画」「障害福祉計画」として、地域での生活の継続が可能

となるよう、障害者への支援の充実に努め、着実に障害福祉サービス等が進展してきました。

　しかし、共生社会の実現にあたり、障害者一人ひとりに寄り添う相談支援体制の整備、重度若し

くは特別な配慮を必要とする障害のある方へのサービス提供体制の整備、社会全体の障害者への

理解の不足の解消が、喫緊の課題として顕在化しており、これらの課題に中長期的な視点で対応す

るため、平成 29年４月に「千葉市における障害福祉施策に係る中長期指針」を策定しました。

　第５次となる本計画においては、この中長期指針で示された方向性を踏まえ、その第２段階の実

施計画として、障害のある人もない人も更なる相互理解を深めるとともに、すべての障害者が、自

らの特性に合わせて、自らの選択により、より良い生活を求める努力ができ、必要な支援が多様な

地域の担い手により提供される共生社会の構築を目指します。

計画の基本的な考え方第３章
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制度改正などへの対応
事務作業量の軽減

運営資金の調達
その他
無回答

困難事例への対応が難しい

量的に、利用者の希望通り提供できていない

休日や夜間の対応が難しい

質的に、利用者の希望通り提供できていない

利用者や家族とのコミュニケーションが難しい
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